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はじめに
日露戦争以降, 約  年におよぶ日本の ｢満洲｣ (以下, 満洲と表記) 植民地支配の実態につ
いては, これまで様々な側面から検討が加えられてきた｡ 日本植民地経済史研究において満洲





料的隘路は必ずしも解消し得てはいない｡ こうした研究および資料状況を踏まえて, 本論では    年代後半から  年代の満洲経済に関する数量データをある程度含む ｢張公権文書｣ を主に
用いて産業開発５ヵ年計画期の満洲工業の生産力水準とその実態を明示することを課題とす
る２)｡
満洲国期の経済体制に関する研究としては, 原朗 ｢一九三〇年代の満州経済統制政策｣ およ








須 永 徳 武
１) この点に関しては, 井村哲郎編 『    年代の東アジア：文献解題』 アジア経済研究所,     年を参
照｡
２) ｢張公権文書｣ は, スタンフォード大学フーバー研究所文書館 (                       )
に所蔵される資料群である｡ 詳細は須永徳武 ｢張公権文書｣ (井村哲郎編 『前掲書』) を参照｡
３) 原朗 ｢一九三〇年代の満州経済統制政策｣ (満州史研究会編 『日本帝国主義下の満州』 御茶の水書
房,     年), 原朗 ｢『満州』 における経済統制政策の展開｣ (安藤良雄編 『日本経済政策史論』 東京
大学出版会, 下巻,     年)｡
    
浅田喬二・小林英夫編 『日本帝国主義下の満州支配―  年戦争期を中心に―』 では, そのう
ちの３章が満洲経済のマクロ分析にあてられている４)｡ まず, 風間秀人・飯塚靖 ｢農業資源の
収奪｣ では満洲農産物の流通・統制システムの再編過程が検討された｡ ここでは, その後に
『満州民族資本の研究』 にまとめられる風間秀人の研究成果が活かされ, 太平洋戦争期につい










では, 満洲国を総体として検討の俎上にのせた山本有造編 『｢満洲国｣ の研究』 はどうであ
ろうか６)｡ 同書では第６章から第９章までの４章で満洲の経済問題が取り扱われる｡ 山本有造
｢『満洲国』 をめぐる対外経済関係の展開｣ では国際収支分析を軸に貿易および投資構造が検討
された｡ 安冨歩 ｢『満洲国』 経済開発と国内資金流動｣ は財務データ分析を基礎に満洲国内の
基軸的企業間の資金フローとその変化を明らかにする｡ これらは    年代の状況を相当程度カ
バーする優れた研究ではあるが, 満洲の産業構造や工業生産を直接的に分析対象としたものと
は言えない７)｡ また, 松野周治 ｢関税および関税制度から見た 『満洲国』｣ では太平洋戦争期
について検討は加えられていない｡ 同書において本論に関連する唯一の研究成果は, 松本俊郎
｢満洲鉄鋼業開発と 『満洲国』 経済｣ である｡ 松本はいわゆる ｢水津資料｣８) や ｢張公権文書｣,
あるいは ｢ポーレー調査団報告｣９) などを利用して, これまで昭和製鋼所などを中心とする満
洲鉄鋼業について精力的に実態解明を進めてきた  )｡ ここでも原料炭調達・鉄鉱需給・鉄鋼物
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４) 浅田喬二・小林英夫編 『日本帝国主義の満州支配』 時潮社,     年｡
５) 風間秀人 『満州民族資本の研究』 緑蔭書房,     年｡
６) 山本有造 『｢満洲国｣ の研究』 京都大学人文科学研究所,     年｡
７) このリライトを含む, 安冨歩 『｢満洲国｣ の金融』 創文社,     年も基本的に同じである｡
８) ｢水津資料｣ については, 石川滋監修 『日本・旧満洲鉄鋼業資料解題目録―水津利輔氏旧蔵資料』
一橋大学経済研究所日本経済統計文献センター, 上・下巻,     ・    年, を参照｡
９) ポーレー調査団 (                     ) 報告については, 井村哲郎 ｢ポーレー調査団




いる｡ しかし, 松本の分析対象は鉄鋼業に限定され, 満洲工業の構造的特質や生産実態といっ
たマクロ的側面に視点が当てられているわけではない｡
また, 山本有造 ｢『満洲国』 農業生産力の数量的研究｣ では, 統計的手法を駆使した推計値
にもとづき満洲農業生産力の成長過程が検討されている  )｡ そこで山本は ｢われわれは, 『満
洲国』 経済の展開を鉱工業開発の文脈で考察することになれすぎてきた｡ しかし, この理解は,




建設といった当初の方針が,     年になって ｢徹底的重点主義｣ の採用という名の下に放棄さ







さらに, 山本有造は ｢『満洲国』 生産力のマクロ的研究・序説｣ において ｢満洲国産業生産
指数｣ を用いて ｢『満洲国』 段階における 『満洲』 経済生産力, その水準および構造の変化を
マクロ的かつ長期的に, しかも統計実証的に跡づけようとする試み｣ を提示した  )｡ これは








俊郎 『｢満洲国｣ から新中国へ―鞍山鉄鋼業からみた中国東北の再編過程,     ～    年』 名古屋大


















されてきた｡ しかし, 実績値が計画値を達成できずに下回ったことと, 満洲工業の生産力が停
滞あるいは破綻していたかどうかは位相を異にする問題である｡ 山本の研究はこの点で示唆的
である｡ 本論は山本が産業生産指数の分析を通じて示した満洲の工業生産力水準を, 可能な範
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  ) 筆者も以前, ｢張公権文書｣ に数点含まれる ｢産業生産指数｣ データが ｢生産力を軸とした旧満洲
の産業構造の時系列的変化を, 実態により近付けた形でマクロ的に析出することが可能｣ (前掲 ｢張
公権文書｣,    ページ) となる有益な資料であることを紹介した｡ しかし, 実際にはこの指数の算出
方法やウエイトの内訳を示すデータがなく, これだけでは利用が難しいという印象を持っていた｡
ただ, 問題もある｡ それは, 山本がここで利用したデータとは異なる数値を有する ｢満洲産業生産
指数｣ が存在することである｡ 例えば東北財経委員会調査統計処編 『偽満時期 東北経済統計』 (    
年, 柏書房復刻版,     年,   ページ) に示される数値は, 各産業部門についてのウエイトが山本論
文で利用されたものと異なるため, 当然に齟齬がある｡ この出典は ｢偽満洲銀行所編 『産業指数』｣
と表記されており, その注記から見る限り指数の算出方法は山本の利用したデータと同じである｡ 加
えて, 算出主体が同じ満洲中央銀行であることからして全く別系統のものとは考えにくい｡ また, 山
本がここで利用した ｢張公権文書｣ に含まれる満洲中央銀行調査課 ｢満洲国開国以来之鉱工業観察
(康徳九年九月三日)｣ (｢張公権文書｣,    ‒  ) および同 ｢康徳三年以降康徳七年ニ至ル五ヵ年間ノ
工業生産発展様相トコレニ対スル若干ノ考察―産業生産指数ヲ基礎トシテ―｣ (｢張公権文書｣,    ‒  ) からも産業生産指数を拾うことができる｡ このふたつに含まれる指数は同一であるが, これも山
本論文および 『偽満時期 東北経済統計』 のものとは異なる｡ この点について山本論文では論及され
ていない｡  ) すでに紹介した原朗論文および君島和彦論文の特徴である｡ また, 石川滋 ｢終戦にいたるまでの満
洲経済開発｣ (日本外交史学会編 『太平洋戦争終結論』 東京大学出版会,     年), 小林英夫 『｢大東
亜共栄圏｣ の形成と崩壊』 お茶の水書房,     年, 鈴木隆史 『日本帝国主義と満洲     から    』





てはデータを欠くが,     年では化学, 食品, 金属, 紡織工業の構成比が高い｡ これらの部門
は    年でも相対的に高い構成比を示すが, 化学, 食品, 紡織工業の３部門はその構成比を低
下させる｡ これに対して, 金属工業では  ％上昇し, 機械工業および雑工業もその構成比を
高める｡ また,     年では生産財部門が   ％, 消費財部門が   ％とほぼ拮抗した構成比で









生産額 構成比(％) 生産額 構成比 (％) 指 数
電 力               
ガ ス                
金 属                    
機 械                  
化 学                    
窯 業                 
林 業                
生産財総計                     
紡 織                    
食 品                    
印 刷                
雑工業                 
消費財総計                     
総 計                       








とが分かる｡ これを投資指数の伸び率で見ると,     年度末を基準 (＝   ) とした全産業部
門の平均指数が    年度末に   であるのに対し, 鉱山業は同年度末に    と約  倍以上に拡
大していた  )｡ 投資動向で見ると生産財部門全般で拡大傾向が見られるが, 鉱業部門投資の急
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表―２ 満洲工業の生産状況
年 生産財 消費財 全工業財                                                                                                               




産業部門 ウエイト     年     年     年     年     年     年
電力・ガス                                        
金属工業                                         
機械工業                                        
化学工業                                        
窯 業                                        
生産財平均                                         
紡織工業                                        
食品工業                                   
煙草・マッチ                                        
消費財平均                                     
総平均                                         















資本額 指 数 構成比 日本の構成比 資本額 指 数 構成比 日本の構成比
食料品工業                              
製紙工業                            
繊維工業                                 
消費財工業合計                                    
化学工業                                 
窯 業                               
金属工業                                  
機械器具工業                                 
電気・ガス                                     
鉱 業                                   
林 業                            
生産財工業合計                                     
総 計                                         
産業部門     年     年
資本額 指 数 構成比 日本の構成比 資本額 指 数 構成比 日本の構成比
食料品工業                                
製紙工業                              
繊維工業                                  
消費財工業合計                                     
化学工業                                  
窯 業                                
金属工業                                     
機械器具工業                                  
電気・ガス                                      
鉱 業                                      
林 業                                
生産財工業合計                                       
総 計                                           





させ, その後の産業開発五ヵ年計画発動後にやや回復基調を示している｡ これら部門に対し    年代後半から急激に構成比を高めるのが電力業であった｡ 電力業は炭砿業と並ぶ満洲産業
開発の基幹エネルギー部門であり, その拡充に向けて積極的な投資が行われた結果と思われる｡















は実現していなかった｡ 投資拡大の一方で ｢日本ノ戦時体制ノ進展ト共ニ, 漸ク満洲開発基礎
部門ヘノ機材供出停滞著シク, 更ニ国内生産ノ低位性ハ全面的ニ各方面ヘノ生産障害ヲ惹起シ,
資金ノ効率低下ヲ現出｣ していたと認識されていた  )｡ 日中戦争の勃発による日本の経済統制
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  ) ｢日満鉱工業資本構成の比較より見たる我国鉱工業部門の動向｣ (『張公権文書』,    ‒  )｡  ) 前掲, ｢康徳三年以降康徳七年ニ至ル五ヵ年間ノ工業生産発展様相トコレニ対スル若干ノ考察―産
表―５ 1930年代の工業投資指数    年     年     年     年     年     年     年     年     年
紡 績   (  ％)   (  ％)   (  ％)   (  ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)    ( ―)
金属精錬   (   ％)   (   ％)   (   ％)   (   ％)    (   ％)    (   ％)    (   ％)    ( ―)
機械器具   (  ％)   (  ％)   (  ％)   (  ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)    ( ―)
窯 業   (  ％)   (  ％)   (  ％)   (  ％)    (  ％)    (  ％)    (   ％)    ( ―)
化 学   (   ％)   (   ％)   (   ％)   (   ％)    (   ％)    (   ％)    (   ％)    ( ―)
食料品   (   ％)   (   ％)   (   ％)   (   ％)    (  ％)   (  ％)   (  ％)    ( ―)
電 気 ―(  ％) ―(  ％)   (   ％)   (   ％)    (   ％)    (   ％)    (   ％)    ( ―)
ガ ス    (   ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)    ( ―)
製 材   (  ％)   (  ％)   (  ％)   (  ％)    (  ％)   (  ％)    (  ％)    ( ―)
雑 業  (  ％)  (  ％)   (  ％)   (  ％)    (   ％)    (   ％)    (   ％)    ( ―)
総 計   (   ％)   (   ％)   (   ％)   (   ％)    (   ％)    (   ％)    (   ％)    (   ％)    (   ％)






















発株式会社 (以下, 満業と表記) の傘下となり, 巨額増資資金を梃子に炭砿開発と企業買収を
進める｡ しかし, 社内の有力炭砿の分社化による販売収入の低下と炭鉱労働者の賃金上昇など
の影響から, 満洲炭砿は    年代に入り急激にその財務状況を悪化させた｡ この結果,     年
には満洲炭砿改組が行なわれ, 阜新, 鶴岡などの優良炭砿が分離独立する形で阜新炭砿株式会
    年代の満洲工業   
表―６ 製造業の生産指数と投資指数    年     年     年     年     年
生産指数                            
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表―７ 石炭の生産状況
(単位：万トン)
生産量 増 減 指 数 満鉄系 その他    年      ―                 年                         年                          年                         年                          年                          年                        年                          年                     




生産高    年     年 平均高 構成比 (％)
満業系統
阜 新                            
密 山                            
鶴 岡                            
西 安                           
満洲製鉄                           
北 票                           
渓 城                        
満洲炭砿                        
営城子                        
琿 春                        
札 賚                        
南 票                     
小計                               
満鉄系統
撫 順                            
復 州                        
小計                            
その他                        
総 計                                
出所) ｢全東北炭砿資産及生産量一覧表｣ 『張公権文書』 ( ２‒  ) より作成｡











た｡ しかし,     年,   年には国内販売量が停滞する｡ 満洲国内の石炭需要に減退が生じたも
のと推測され, 基幹エネルギーであった石炭の国内需要の減退は満洲における工業生産の停滞




  ) ｢全東北炭礦資産及生産量一覧表｣, 『張公権文書』 ( ２‒  )｡
表―９ 満洲石炭の生産・国内販売・輸出
(単位：トン)
年 生産量 国内販売量 輸出量             ―                     ―                      ―                      ―                      ―                                                            ―                       ―                       ―                       ―                                                                                          
出所) 生産量の    年までは, ｢自康徳四年至康徳八年石炭出炭概要｣
(『張公権文書』,  ４‒  ),     年以降は, ｢東北復興応急対策
案｣ (『張公権文書』,  ２‒  ), 国内販売量は, ｢主要炭鉱生産








が鉄道用需要であった｡ しかし,     年になると鉄道業需要は   万トン減少しそのシェアも   ％に低下する｡ これに対して製鉄業が需要を拡大し鉄道業に代わって最大需要先となる｡




制を目的とした ｢満洲電業株式会社設立要綱｣ を決定する  )｡ これに基づき南満州電気株式会
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  ) 満洲中央銀行調査課 ｢満洲国重工業ノ現状ト今後ノ対策 (康徳九年十二月)｣, 『張公権文書』 (   
‒  )｡  ) 堀和生 ｢『満洲国』 における電力業と統制政策｣ 『歴史学研究』 第   号,     年２月｡  ) 満鉄経済調査会 『満洲電気事業方策満洲瓦斯事業統制方針』 (立案調査書類第６編第  巻),     年,  ‒  ページ｡
表―10 石炭の用途別需要
(単位：千トン)
用途     年     年     年     年     年
鉄道業                         
製鉄業                         
電気ガス工業                         
山元自家用                       
窯 業                      
金属機械工業                    
化学工業                    
食料品工業                    
繊維工業               
その他の工業                  
工業需要合計                             
家庭需要                         
総 計                              
出所) 満洲中央銀行調査課 ｢満洲国重工業ノ現状ト今後ノ対策 (康徳九年十二






















  ) 満洲電業株式会社 『満洲電業株式会社業態概要』,     年, ３‒７ページ｡  ) 野島一朗 『満洲電業史』,     年,    ‒   ページ｡  ) 『満洲国現勢 康徳８年版』 満洲国通信社,     年,    ‒   ページ｡
表―11 満洲における電力生産
年
発電能力 (千  ) 総発受電量 (百万   )
火 力 指 数 水 力 比率 (％) 合 計 指 数 指 数             ― ―                             ― ―                             ― ―                             ― ―                              ― ―                              ― ―                                                                                                                                                                       
出所) 『満洲電業史』,     年,    ‒   ページより作成｡
    














であった｡ これら３部門で満洲全体の電力需要の   ％を占めていた｡ 満洲全体の電力需要は    年から  年までに  倍にまで増大する｡ これらの点から見れば, 少なくとも    年まで
は満洲工業全体の電力需要は減退しておらず, 工業生産を通じた電力エネルギーの消費量は増
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    年     年     年     年     年
需要量 指数 需要量 指数 需要量 指数 需要量 指数 需要量 指数
紡績工業                                                  
金属工業                                                      
機械器具工業                                                   
窯 業                                                  
化学工業                                                      
製材木製品工業                                                
印刷製本業                                            
食料品工業                                                  
雑工業                                           
鉱 業                                                      
農林水産業                                            
その他工業                                                     
電気事業                                                
総計                                                          
出典) 満洲中央銀行調査課 ｢満洲国開国以来之鉱工業観察 (康徳九年九月)｣, 『張公権文書』 (   ‒  )｡
    
大していたと言うことができる｡ ただし,     年の総需要量は  億    万   であり, こ
れを表―11に示された総発受電量と比較すると, 同年の総発受電量は  億    万   であ




まず,     年代における満洲の産業発展の変化を大まかに確認しておく｡ 表―13は農業, 鉱
業, 工業の各部門の生産力の発展を指数として示した表である｡     年をそれぞれ基準値とし















  ) 前掲, ｢    年代の満州経済統制政策｣,    ページ｡
表―13 満洲の産業部門別生産指数
年 農業部門 鉱業部門 工業部門                                                         







トン, 銑鉄で  万トン, 鉄鋼で  万トンの生産拡大があったことが分かる｡ しかし,     年か
ら  年になると一転してそれら全ての生産量が大きく縮小し, 鉄鋼生産はほぼ半減に近い水準
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表―14 満洲の鉄鋼生産
(単位：トン)






実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値
鉛 (トン)                               
亜 鉛 (トン)                               
銅 (トン) ― ―                 
アルミニウム (トン) ― ―                   
石 綿 (トン)                          
揮発油 (千リットル)                                   
重 油 (トン)                                    
金 (トン)                               
工業資材
    年     年
実績値 計画値 実績値 計画値
鉛 (トン)                      
亜 鉛 (トン)                      
銅 (トン)                  
アルミニウム (トン)                     
石 綿 (トン)                    
揮発油 (千リットル)                        
重 油 (トン)                           
金 (トン)                      












現していたことが分かる｡ しかし,     年を見ると鉛, 亜鉛, 銅, アルミニウム, 金といった
基礎資材の計画値が急激に跳ね上がり, その結果, 生産実績が計画値に全く追いついていない｡    年までかろうじて計画値に近似した実績を示すのは石綿と重油だけである｡     年の段階
で, アルミニウム (   ％) と揮発油 (   ％) はそれでも計画値のほぼ半分を超えるが, 鉛
(   ％) と銅 (   ％) は計画値の五分の一の生産実績しか実現できず, 亜鉛 (  ％) や金
(  ％) にいたってはその  ％未満であった｡ もちろん, 産業開発五ヵ年計画に基づく計画値
が既存の満洲工業の生産実態にどの程度配慮され立案されたかには検討の余地が残るが, 同計
画にもとづく生産計画という観点からすれば, これらの生産実績は ｢低迷｣ と言わざるを得な
い｡ こうした産業開発５ヵ年計画の計画値と実績値の乖離が念頭に置かれることから, これま
で    年代の満洲の工業生産について ｢停滞｣ のイメージや評価が下されることが多かったと
思われる｡ しかし, 表―15に示された実績値の推移だけに着目すると,     年から低落傾向を
たどる金と  年度の実績値を  年でもわずかながら回復できない揮発油を除けば, むしろ全体









年の生産実績を  年以降一貫して下回る工業製品は薬品, 麻袋, 綿糸, 綿布, 小麦粉など消費
財であった｡ 他方,     年までは生産量を拡大するのは, 電力, 銑鉄, 鉄鋼, 車両, ソーダ,
パルプ・紙, 豆油, セメントと生産財が中心であった｡ また    年に生産量のピークを迎えそ




は, 概ね以下のような満洲工業の生産状況を想定することができる｡ すなわち, これまで多く
の満洲経済史研究で想定されてきた状況とは異なり, 満洲工業の生産性は    年代に入っても
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表―16 主要工業製品の生産実績
品目 単位     年     年     年     年
電 力 億              
銑 鉄 万トン               
鉄 鋼 万トン                
車 両 台                    
薬 品 千トン                
ソーダ 千トン              
アルコール 百万升           
パルプ・紙 千トン               
豆 油 千トン             ―
板ガラス 千箱                
セメント 万トン               
麻 袋 万枚                 
綿 糸 千件               
綿 布 万疋                
小麦粉 万袋                ―
砂 糖 千トン            
煙 草 億本             ―
マッチ 千箱             ―
出所) 『旧満州経済統計資料』 柏書房,     年,   ページ｡
注１) 煙草の    年は    年の生産実績｡
    







て生産実績を低下させている｡ 繊維製品では    年まで生産拡大を維持するのは, 綿布, サー
ジ, 羅紗, 麻繊維であった｡ また,     年に生産のピークとなるのは毛布と麻袋であった｡ こ
れに対し    年から  年で   ％減とほぼ生産量を半減させたのが綿糸であった｡ 不完全なデ








品名     年     年     年     年     年     年
小麦粉      千袋       ｔ       ｔ     千袋     千袋
砂 糖      ｔ      ｔ      ｔ             ｔ      ｔ
味 噌     ｔ      
醤 油      石      石
日本酒      石       石       石       石       石
麦 酒       石      石     千箱     千箱     千箱
高粱酒       石       石
豆 油     ｔ      ｔ
煙 草    億本    億本    億本    億本    億本    億本
石 鹸     ｔ     ｔ     ｔ
綿 糸      梱      梱      梱
綿 布     千反     千反     千反
毛 布    千枚    千枚    千枚
サージ    千ｍ    千ｍ    千ｍ
羅 紗    千ｍ    千ｍ    千ｍ
麻 袋     千枚     千枚
麻繊維     ｔ     ｔ
出所) 満洲中央銀行調査部 ｢康徳十一年度国内軽工業生産動向｣ 『張公権文書』 (   ‒  ), 満洲中央銀行調査部 ｢本年





る｡ しかし, それ以外の消費財は軒並みその生産比率を低下させている｡ この結果として,    年の満洲における消費財の自給率は著しく低下した｡ 表―18によれば, 缶詰, 砂糖, 繊維










機械, 通信機器, 重要雑機械, 抽水機, 農業用機械, 雑機械の７種であり, 残りの  種は全て
その半分以上を対日供給に依存していた｡ 満洲で  ％以上の自給率を有する機械製品であった
製鉄用機械, 土木用機械, 農業用機械, 抽水機等は対日物資供給に向けて重点部門に指定され
ていた鉄鋼, 石炭, 非鉄金属, 電力, 重要農産物の増産に不可欠の機械設備であった｡ これに
対して蒸気機, 工作機械, 医療機械, 産業用車両, 精密機械はその  ％以上を対日供給に依存
している｡     年データに示された機械製品の高い対日供給依存率は, そうした機械設備を生
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砂 糖        
缶 詰        
味 噌        
醤 油        
麦・米粉         
酒 類        












元であり, これを基準に満洲中央銀行の発行残高の推移を指数化すると,     年 (   ),     










機械種 自給率 対日供給率 機械種 自給率 対日供給率
工作機械        産業用車両        
製鉄用機械         鍋 炉        
土木用機械         蒸気機       
鉱山用機械         抽水機        
化学用機械         度量衡機器        
電気機械         農業用機械        
通信機器         医療器械        
精密機械         雑機械        
重要雑機械         平 均        
出所) 『旧満州経済統計資料』 柏書房,     年,   ページ｡
  ) 安冨歩 ｢満州中央銀行と朝鮮銀行―日中戦争, アジア太平洋戦争期を中心に―｣ 『人文学報』 第  









見ると    年に最も高い原価上昇率を示すのは食糧品工業部門であった｡ 特に醤油, 味噌, 麦
酒などの醸造業と砂糖の製造原価が上昇している｡ 麦酒製造は    年までに  倍近い製造原
価の上昇を示す｡ こうした製造コストの上昇はすでに見たように    年代における麦酒生産量
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表―21 原材料の平均原価指数
年平均値 粗原料・半製品 完成原料    年              年              年          




卸売物価 小売物価    年              年              年              年              年              年              年          
出所) 『旧満州経済統計資料』 柏書房,     
年   ,    ページより作成｡
表―22 消費財の平均原価指数
工業品目     年     年     年
食糧品工業               
小麦粉               
日本酒               
麦 酒               
砂 糖               
味 噌               
醤 油               
繊維工業               
綿 糸             
綿 布               
毛織物               
麻製品               
煙草工業               
消費財平均               

















い製造部門が全体を押し下げた結果であって, 苛性ソーダ, 硫酸, ソーダ灰など化学工業の原
    年代の満洲工業    
表―23 生産財の平均原価指数
工業品目     年     年平     年
化学工業               
曹達灰               
苛性曹達               
硫酸               
アルコール               
塗料               
タイヤ･ベルト              
パルプ               
窯業               
セメント               
耐火煉瓦               
ガラス               
機械器具工業               
ベアリング               
ドラム缶               
可鍛鋳鉄               
機関車              
貨車              
電動機            
出所) 満洲中央銀行調査部 ｢満洲鉱工業原価調 (康徳十一年度)｣ 『張公権文書』 ( ４‒  )｡
注１)     年平均を   とした単純平均｡
工業品目     年     年平     年
金属工業               
鋳鉄管               
ガス管               
電線               
鋼材               
鉱業               
銑鉄               
鋼塊               
銅               
石炭               
アルミニウム               
ガス               






まで, 生産財部門で  年までは拡大傾向を維持していた｡ しかし, 満洲工業はすでに機械製品
の自給率の検討の際にも述べたように満洲工業内部で自律的な再生産構造を形成し得ていなか




食糧品や繊維製品など消費財で減少品目が多いが, 鉄鋼, 車両・車両部品, 機械・機械装置な
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表―24 資材輸入の減少
(単位：千円)
品目     年     年 増減額
対日輸入 その他輸入 合 計
生ゴム                       
コールタール・染料                     ▲     
米・籾                       ▲     
小麦粉                        ▲      
魚介類                        ▲     
砂 糖                     ▲      
茶                     ▲     
葉煙草                    ▲     
皮革・毛皮                         
蓆・蓆地                            
木 材                       ▲      
繰 綿                          
綿織物                          
毛織物                       ▲      
人絹織物                       ▲      
麻 袋                       ▲      
紙 類                            
鉄 鋼                         ▲      
銅                           
電気機械・装置                            
車両・部品                           ▲     
機械・装置                            ▲     
その他                                  
合 計                                ▲      

















    年     年 増 減
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
日 本                                   ▲       
中 国                             ▲            
南 方                           ▲     
第３国                        ▲       ▲      
総 計                               ▲       ▲       





工業部門 社 数 払込資本金総額














したかを最後に見ておきたい｡ まず, 工業生産を担った企業の構成を表―26により確認する｡    年で満洲工業生産を担った法人企業は約    社であった  )｡ 会社数で見ると雑工業を除け
ば最大の業種は食料品工業で   社であった｡ 以下, 機械工業が   社, 化学工業が   社であ
る｡ これら工業部門の法人企業による払込資本金総額は約  億円であった｡ 払込資本金総額が
最大の業種は約  億円を有した鉱業であった｡ 鉱業は他の部門を圧倒する資本金総額を有して
いたが, これは満鉄, 満業に次ぐ巨大企業であった満州炭砿 (払込資本金額３億円) や満州鉱
山 (同１億    万円) などの存在がその払込資本金総額を押し上げていた｡ これに次ぐのが金
属工業, 機械工業, 化学工業であった｡ 資本金総額は金属工業と化学工業がほぼ４億    万円
であり機械工業がほぼ４億    万円であった｡ 会社数が相対的に少ない金属工業が巨額な資本
金総額を有するのは鉱業同様に昭和製鋼所 (払込資本金額２億円) や本渓湖媒鉄公司 (同１億
円) など巨大企業が存在したからであった｡
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(社)    年                                 年                                 年                             













金属工業                        
機械器具工業                         
化学工業                         
窯 業                        
電力業                      
ガス業                     
製紙工業                       
繊維工業                          
食料品工業                           
煙草工業                         
マッチ工業                    
出所) 満洲中央銀行調査課 ｢康徳八年度工業生産の諸相 (康徳九年五月)｣ 『張公権文書』 ( ５‒  ) より作成｡
    
これら工業会社の生産効率をその付加価値率で検討してみよう｡ 表―27は    年から  年ま









％から  ％であるのに対し, 製紙工業, 繊維工業, 煙草工業など消費財部門で高い付加価値率
を示す業種が存在する｡ 一般的には資本財部門は消費財部門に対し高い付加価値率を示すと言








工業部門別分布 (％) 工場当り平均労働者数 (人)
満洲 日本 中国人労働者数 日本人労働者数
紡織工業              
金属工業              
機械器具工業             
窯業             
化学工業             
製材工業            
印刷・制本業            
食料品工業            
電気・ガス       ―   
その他工業             
合計／平均                
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食料品工業                                          
製紙工業                                     
繊維工業                                          
煙草工業                                     
マッチ工業                                     
化学工業                                          
窯 業                                       
金属工業                                      
機械器具工業                                          
電 力                                     
ガ ス                                  
総 計                                             




























総資本利益率 内部留保率 総資本利益率 内部留保率
紡績工業               
食料品工業              
化学工業              
金属・機械器具工業              
窯 業              
鉱 業              
電気・ガス              
部門平均              








満洲工業全体でも  ％と資本効率を向上させている｡ 一方, 内部留保率を見ると満洲工業は    年で   ％,   年で   ％と高い水準にある｡ これらの点を満洲工業と日本の工業部門で    年について比較をしたものが表―32である｡ これによると総資本利益率は満洲も日本も同
じ  ％であった｡ 満洲工業で総資本利益率の高い部門は紡績工業, 金属工業・機械器具工業,







工業の総資本利益率は工業部門ごとにある程度の差異が見られるが, 内部留保率については   ％の電気・ガス部門を例外として, ほぼ均等化され押し並べて高率を示している｡ 特に鉱
業, 紡績工業, 金属工業・機械器具工業, 食料品工業では内部留保率が  ％を超える｡ これは
当期純利益のうちの半分以上が株主配当等で社外流出せず社内に蓄積されたことを意味する｡




満 洲 日 本
総資本利益率 内部留保率 総資本利益率 内部留保率
紡績工業               
食料品工業               
化学工業              
金属工業 }    }           機械器具工業       
窯 業        ― ―
鉱 業              
電気・ガス              






















  ) 久保田秀樹 ｢会社経理統制令と経理検査｣ 『彦根論叢』 第   号,     年２月,    ページ｡ なお,
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  ) 満洲中央銀行調査課 ｢康徳八年度工業生産の諸相｣ 『張公権文書』 ( ５‒  )｡  ) 三菱経済研究所 『本邦事業成績分析』 昭和  年下期,     年｡
表―34 満洲工業生産の阻害要因 (1941年)








事 故     
その他      
合 計         
出所) 満州中央銀行調査課 ｢康徳八年度生産活動概










績値の乖離などを論拠として,     年代の満洲工業の生産力水準に対しては ｢停滞｣ ないしは
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